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建設国保の加入は民商へ 
■ 個人事業で建設業の方が対象です 

■ 保険料は定額制なので安心です 

■ 休業５日以上の場合、補償があります 

■ 医療費が月１７５００円以上は還付に 

 

13 9・10 9 8 7 4 

７ 

月
予
定
表 

金 月火 月 日 土 水 

県
共
済
会
常
任
理

事
会 

源
泉
税
納
付
説
明

会 県
庁
と
の
懇
談 

国
民
平
和
大
行
進 

民
商
定
期
総
会 

映
画
「
母
」 

「
望
郷
の
鐘
」 

理
事
会 

              

 

 

 

 

 
 

 

 

 

茨商連第 38 回総会開く 

 

茨
商
連
第
３
８
回
総
会
が

６
月
３
日
、
水
戸
市
内
で
開

か
れ
、
代
議
員
・
評
議
員
な

ど
５
０
人
余
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

総
会
で
は
、
安
倍
暴
走
政

治
に
よ
っ
て
国
政
の
私
物
化

が
行
わ
れ
、
中
小
業
者
と
国

民
に
と
っ
て
格
差
と
貧
困
が

拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
沖
縄

の
基
地
建
設
や
他
国
へ
の
圧

力
を
平
然
と
唱
え
、
憲
法
改

定
に
突
き
進
も
う
と
す
る
姿

は
も
は
や
、
自
公
政
権
か
ら

の
転
換
が
不
可
避
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
、
建
設
業
に
か
か

わ
る
方
た
ち
が
加
入
で
き
る

中
建
国
保
が
茨
商
連
で
も
扱

え
る
よ
う
に
な
り
す
で
に
、

３
７
件
の
事
業
所
が
加
入
し

て
お
り
今
後
、
加
入
者
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
、
重
税
に 

                 

民商共済会はあなたの味方  
◆会員・配偶者は無条件加入ができます 

◆月１０００円の掛金で入院１日３０００円 

◆3日以上の入院で１日目から１２０日分給付 

◆７５才で５万円の長寿祝金（65未満加入） 

 

労 災 ・ 雇 用 保 険 の 加 入 を 
● 建設業なら事業主のみでも加入が可 

 （大工・土木・左官・管・電気・塗装等） 

● 保険料は年３回の分割払い 

● 他の組合よりも手続き費用がお手頃 

 

 

県
南
民
商
定
期
総
会
ご
案
内 

 

次
の
通
り
県
南
民
商
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す 

  

■ 

７
月
８
日
（
日
）
受
付 

 

午
後
１
時
半 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

開
会 

 
午
後
２
時 

 
     

 
 

 
 

 

      

   
 

 

茨
商
連
婦
人
部
主
催
の
第
２
９
回
「
わ
く
わ
く

交
流
会
」
が
６
月
９
・
１
０
の
両
日
、
つ
く
ば
市

の
筑
波
山
温
泉
「
一
望
」
で
開
催
し
、
全
県
か
ら

６
０
余
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

開
会
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
き
新
作
映
画
「
し
ゃ
ぼ

ん
玉
」
が
上
映
。
こ
の
後
、
各
民
商
婦
人
部
が
用

意
し
た
品
物
で
バ
ザ
ー
ル
。
売
り
手
も
買
い
手
も

品
物
の
値
切
り
合
い
で
商
談
成
立
。
夜
の
宴
会

で
は
各
婦
人
部
か
ら
の
出
し
物
等
で
楽
し
く 

  

 
  

   

  

 

 

 

 
 
 
 
 

 
   

 

 
 

  

 

  

東
京
外
環
道
の
三
郷
南
Ｉ
Ｃ
～

高
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
の
道
路
が
６
月

２
日
開
通
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
四
っ

木
を
通
過
し
て
湾
岸
道
路
の
葛
西

Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
に
向
か
う
車
は
混
雑

し
て
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
三
郷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
市

川
を
抜
け
て
湾
岸
道
路
に
直
接
つ

な
が
る
こ
と
に
な
り
、
大
幅
な
時

間
短
縮
が
見
込
ま
れ
実
際
、
２
０

数
分
の
短
縮
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
外
環
道
か
ら
東
関
東

道
・
常
磐
道
・
東
北
道
・
関
越
道

へ
と
放
射
状
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

「
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
」
に
よ
れ

ば
、
小
菅
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
堀
切
Ｊ
Ｃ

Ｔ
ま
で
の
区
間
は
約
、
１
０
％
の

交
通
量
が
減
少
し
て
い
る
と
発
表

し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

よ
る
税
金
の
滞
納
で
、
滞
納
者

に
対
す
る
自
治
体
や
県
租
税
債

権
管
理
機
構
の
不
当
な
対
応
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

質
す
と
と
も
に
、
県
内
各
層
の 

団
体
と
共
同
で
「
い
ば
ら
き
滞

納
処
分
対
策
会
議
」
（
仮
称
）

を
立
ち
上
げ
て
い
く
こ
と
な
ど

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
所
得
税
法
５
６
条
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
自
治

体
採
択
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
・

石
岡
・
土
浦
の
各
市
に
続
い
て

つ
く
ば
市
で
採
択
さ
れ
４
市
に

増
え
た
こ
と
、
県
青
年
部
の
部

員
拡
大
で
増
勢
を
築
い
た
こ
と

が
報
告
。
そ
れ
ぞ
れ
前
進
を
図

っ
て
い
く
こ
と
等
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。 

茨
商
連
共
済
会
総
会
も
こ
の

日
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
会
員

の
共
済
会
加
入
を
目
指
し
早
期

に
８
０
％
を
実
現
す
る
こ
と
、

大
腸
が
ん
検
診
な
ど
の
集
団
健

診
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。 

茨
商
連
会
長
に
は
松
沢
博

氏
、
事
務
局
長
に
は
綿
引
悦
朗

氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 

歓
談
交
流
し
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
４
つ
の
分
科
会
で
交
流
。
筑
波
山

散
策
・
茶
話
会
・
手
焼
き
せ
ん
べ
い
作
り
・
和

風
ブ
ロ
ー
チ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
「
私
の

人
生
・
商
売
」
を
テ
ー
マ
に
日
立
の
小
島
時
子

さ
ん
と
県
南
の
新
藤
早
苗
さ
ん
が
発
言
。
驚
き

の
体
験
談
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

各
分
科
会
報
告
が
あ
り
、
来
年
の
再
会
を
誓
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 

源
泉
所
得
税
の
納
付
説
明
会 

  

法
人
の
役
員
や
青
色
専
従
者
、
従
業
員
の
い
る

事
業
所
は
、
１
月
～
６
月
分
ま
で
の
源
泉
所
得
税

を
、
７
月
１
０
日
ま
で
に
納
付
し
ま
す
。 

 

民
商
で
は
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
必
要

な
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
■ 

７
月
９
・
１
０
日
（
月
・
火
） 

 
■ 

民
商
事
務
所 

於 

 

■ 
必
要
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

 

 


